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スポーツ教室のご案内スポーツ教室のご案内

内容 体づくりやボールを使った運動
対象 市内在住の幼児（年長）
日時 4/2～R7/3/18の毎週火曜
15時30分～16時15分
※7・8月、祝日は休み
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
定員 30人(申込順) 
費用 10,000円
申込期限 26（火）

❶キッズスポーツクラブ

対象 市内に在住・通勤・通学する小
学３年生以上の方(大人も可)
日時 4/3～R7/3/19の毎週水曜
16時30分～17時30分
場所 サン・ビレッジいしかり（新港中
央1･701）
持ち物 動きやすい服装、上靴、飲み
物、タオル
定員 20人（申込順）

❹HIP HOPダンス教室（初級）

対象 幼児・小学生
日時 4/4～12/26の毎週木曜
16時30分～17時30分
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
講師 （公財）石狩市体育協会インス
トラクター、石狩樽川スポーツ少年
団指導員
定員 10人（申込順）
申込・問合せ （公財）石狩市体育協会
☎64・1220
✉i-sports@crocus.ocn.ne.jp

❾初心者スポーツ教室
　少林寺拳法

対象 ①幼児（年中・年長）
②小学1・2年生
日時 ４/３～R7/3/26の毎週水曜
①14時30分～15時30分
②16時～17時
場所 スポーツ広場（花畔337・3）、
サン・ビレッジいしかり（新港中央1･
701）
講師 石狩サッカー協会
持ち物 サッカーシューズ、動きやす
い服装
定員 ①20人　②30人
費用 月1,000円、保険料800円
申込・問合せ 草島さん☎64・1220

❽初心者スポーツ教室
　サッカー

有酸素運動で汗を流し、心身をリフ
レッシュします。
対象 市内に在住・通勤する方
日時 ４/４～R7/3/13の毎週木曜
19時30分～20時30分
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
講師 フィットネスインストラクター 
山田泰子氏、大嶋春香氏
持ち物 動きやすい服装、室内用運
動靴、飲み物、タオル
定員 35人（申込順）
費用 前期8,000円（4月～11月）
　　 後期4,000円（12月～3月）

❺フィットネス教室

対象 市内に在住・通勤する方
日時 ①4/4～R７/3/13の毎週木曜
10時～11時 ②4/2～R７/３/18の
毎週火曜18時30分～19時30分
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
講師 ①岸本亜弥子氏　②工藤綾氏
持ち物 動きやすい服装、飲み物、タオル
定員 各100人
費用 前期8,000円（4月～11月）
　　 後期4,000円（12月～3月）

❻ピラティス教室

対象 市内に在住・通勤する方
日時 ４/２～R7/3/18の毎週火曜①10
時～11時　②19時45分～20時45分
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
講師 ①岸本亜弥子氏　②工藤綾氏
持ち物 動きやすい服装、飲み物、タオル
定員 各100人（申込順）
費用 前期8,000円（4月～11月）
　　 後期4,000円（12月～3月）

❼ヨガ教室～ハタ・ヨガ～

内容 体づくりやボールを使った運動
対象 市内の小学1・2年生
日時 4/2～12/24の毎週火曜
16時30分～17時15分 
※7・8月、祝日は休み
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
定員 30人(申込順) 
費用 7,000円
申込期限 26（火）

❷ジュニアスポーツクラブ

内容 筋力トレーニングや軽スポーツ、
有酸素運動など
対象 市内に在住・通勤する60歳以
上の方
日時 4/3～R7/3/19の毎週水曜
10時～11時 ※7・8月、祝日は休み
場所 Ｂ＆Ｇ海洋センター（花畔337・4）
緑苑台パークゴルフ場（緑苑台中央
3・602）
定員 80人(申込順) 
費用 前期6,000円（4月～11月）
　　 後期4,000円（12月～3月）
申込期限 22（金）

❸シニアスポーツクラブ

楽しく、体を
動かしましょう！

持ち物 動きやすい服装、飲み物
そのほか 参加同意書を提出
講師・申込・問合せ
（公財）石狩市
体育協会
☎64・1220

①～③共通事項

▲申込

、

④～⑦共通事項
申込・問合せ （公財）石狩市体育協会
☎64・1220　　64・1222
✉i-sports@crocus.ocn.ne.jp ▲申込
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■文化財課 いしかり砂丘の風資料館☎62・3711 ※火曜休館問

荒山千恵  Chie Arayama
専門分野は考古学。遺跡の発
掘調査をはじめ、出土した木の
道具、音の考古学などの研究
を行う。

石狩市学芸員
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写真1 琥珀製垂飾写真1 琥珀製垂飾写真1 琥珀製垂飾
（縦の長さ2.2㎝、厚さ 約1㎝）（縦の長さ2.2㎝、厚さ 約1㎝）（縦の長さ2.2㎝、厚さ 約1㎝）

写真2 玦状耳飾（裏側より撮影）写真2 玦状耳飾（裏側より撮影）写真2 玦状耳飾（裏側より撮影）

aa

bb

（現存部の横幅約3.3㎝、厚さ約0.4㎝）（現存部の横幅約3.3㎝、厚さ約0.4㎝）（現存部の横幅約3.3㎝、厚さ約0.4㎝）

写真2 背面の彫り部分
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縄文文化の
装身具①－市内遺跡から出土した縄文中期頃の石製品－
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